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はじめに1

東日本大震災の発生を受けて，2011年 3 月25日
に東日本大震災に関する東北支部学術合同調査委
員会が発足した。公益社団法人土木学会東北支部
を中心として 7学協会の東北支部が合同で調査に
取り組んできたもので， 5回の調査報告会を開催
し，1200頁の報告書を刊行した。またその成果を
広く市民にも伝えるため，東北・北海道地区で全
7回の普及啓発事業を行った。
この大震災は海外からの関心も高く，情報の国
際発信に努めてきた。仙台で開催される国連防災
世界会議は大規模で影響力が大きく，関連事業が
公募されることから，土木学会本部と連携を取り
ながら，関連事業に参画することを決め準備をし
てきた。テーマは，難しい舵取りを迫られた災害
マネジメントと復興に欠かせないがれき処理の問
題とした。
一方，土木学会本部では，震災直後より，土木
工学に関わる 8つのテーマを特定し，会長直属の
特定テーマ委員会として設置されたほか，多くの
常置委員会で震災関連の調査研究が行われた。
この中で，建設マネジメント委員会が取り組ん

だ，災害対応マネジメント力育成事業について
は，今回の大震災の貴重な経験を生かし，その教
訓を他の地域や他の国へ生かす重要な意味合いを
もつことから，本フォーラムの重要な取り組みの
一つとして準備したものである。

シンポジウムの概要2

本シンポジウムは，土木技術者がこの 4年間で
行った活動から得られた知見ならびに教訓を踏ま
え，防災に関わる政策決定者が，今後発生し得る
災害への事前の備えとして，ハード，ソフトの両
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面から対応するために必要な情報を提供すること
を目的として，平成27年 3 月16日に宮城県庁講堂
にて開催された（写真― 1）。
まず，主催者側を代表して宮城県　三浦秀一副
知事より開会の挨拶がなされた（写真― 2）。ま
た，シンポジウムは①各組織の震災直後からこれ
までの具体的な対応事例，②震災がれきの処理の
事例とあり方，および③災害対応マネジメント力
の育成，に関する 3つのセッションに分けて開催
された。
①の対応事例では，国土交通省東北地方整備
局，宮城県，JR東日本，NEXCO東日本，東北地
域づくり協会，東北建設業協会連合会にご協力頂
いた。
また②の震災がれき関連では，がれき処理全体
の概要の紹介のほかに，宮城県での処理事例や利
活用に向けた（公社）地盤工学会地盤環境研究委
員会・復興資材提言委員会を中心とした検討事例
も紹介された。
さらに，③の災害対応マネジメント力に関して
は，土木学会建設マネジメント委員会建設ケース
メソッド普及小委員会より，その活動概要ならび
にケースメソッドを活用した災害対応マネジメン
ト力育成の実践活動の例として，「大津波警報下
での通行止めと道路啓開」，「空港ビル避難者の安
全確保」などの事例が紹介された後，全体討議と
して今後の取り組みのあり方やケースメソッドの
活用の可能性等について議論された。
本シンポジウムに関連するイベントとしては，

前述①の各組織に加え，がれき処理コンソーシア
ム，建設マネジメント委員会などのご協力を得
て，パネル展示も開催された（写真― 3）。
シンポジウムの参加者は約550名と盛況であっ

たが，残念ながら海外からの参加者は得られなか
った。ただし，国連防災世界会議の公式行事であ
るパブリックフォーラム（防災に関する展示）会
場のせんだいメディアテークならびにその他の公
式行事会場において，100名以上の多数の海外参
加者に対して英語版パンフレットを配布した。
それらも含め，英語・日本語のパンフレット

は，国連防災世界会議の参加者に，合計1100部以
上配布することができた。

各セッションの内容3

⑴ 　第 1セッション「Management in Emergen-
cy（各団体の対応）」
「Management in Emergency（各団体の対応）」
と題し，行政機関・交通インフラ管理機関・行政
支援機関・地場建設業の 6機関団体からの報告が
なされた。
まず，東北地方整備局・安田吾郎企画部長か

ら，発災翌日から行われた三陸沿岸部津波被害地
域にアクセスするために実行された「くしの歯作
戦」による道路啓開や港湾の航路啓開のほか，災
害支援が東北のみならず，日本全国で行われたこ
とが報告された。報告の中で「備えていたことし
か，役に立たなかった」，「備えていただけでは，

写真― 3　パネル展示の様子写真― 2　宮城県　三浦秀一副知事
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十分でなかった」という，震災で得た教訓が紹介
された。
続いて，宮城県土木部・角田篤彦防災砂防課班
長からは，危機管理に主体的に対応しなければな
らない行政機関も被災すること，想定していない
ことが必ず起こるということが教訓であることが
報告された。JR東日本東北工事事務所・井上崇
復興推進副課長からは，今次の震災対応でうまく
いったことと，うまくいかなかったことが報告さ
れた。また，49日間を要した東北新幹線の営業再
開において土木と電気の協働が功を奏したことな
どを報告した。NEXCO東日本管理事業本部・塩
月源次防災・危機管理チームリーダーからは，高
速道路インフラが災害支援に果たした中核的な機
能を報告し，さらに災害対策強化のために実施し
ている 3か年プログラムについての紹介がなされ
た。
（一社）東北地域づくり協会・金内剛専務理事
からは，発災直後から行われた人的な行政支援の
様々な具体例を報告し，インフラを支える技術者
の確保・育成の重要であることが報告された。東
北建設業連合会福島県建設業協会相馬支部・石川
俊氏からは，地震・津波災害に加えて福島第一原
発の事故による放射性物質汚染地域での活動の困
難さ，地域のインフラを支える地場建設業の抱え
る課題・問題意識についての報告がなされた。さ
らに，福島の沿岸部が未だに復旧すら途上である
実態を示し，継続的な支援方策についての提言が
なされた。
地震・津波・原子力のTriple Disasterとなった
今次の震災は，すべての人々にとって未経験なも
のであった。この広域災害において，各機関の土
木技術者が如何に地域や部署を超えて対応し，そ
の後の復旧復興事業に精力的に取り組んできたか
がわかる報告であった。加えて，福島においては
4年が経った現時点においても，未だに先が見え
ていない状況であることが認識されたセッション
であった。

⑵ 　第 2セッション「Recovery Management（震
災がれき関連）」
本セッションでは，岩手県，宮城県で実施され

た，災害廃棄物の処理と利活用に関する検討事例
が紹介された。また，今後の教訓として，発生が
想定されている南海トラフ地震などの大規模自然
災害に際しての災害廃棄物処理への対応のあり方
等について， 4つの講演がなされた。
まず，本文の筆者の一人である久田が「東日本

大震災で発生した震災廃棄物の処理と利活用～資
源循環社会を目指して～」と題して，岩手県，宮
城県，福島県における災害廃棄物の処理の進捗，
各県で実施された処理の枠組みや特徴など，処理
から利活用へ繋げるための諸課題について概説し
た。
続いて，佐々木 源氏（宮城県・出納局・次長）

から「宮城県の災害廃棄物処理を振り返って～
2011.3.11 東日本大震災 震災廃棄物処理と復興資
材有効活用～」と題して，宮城県で実施された各
ブロックの災害廃棄物の処理と新たに開発された
利活用技術， 3年間で処理を完了するために苦労
した事項などについての概説がなされた。
また，青山 和史氏（鹿島建設（元 石巻ブロッ

クJV））から「災害廃棄物処理と土木技術者～石
巻ブロックの事例を中心に～」と題して，被災地
の中で最大規模の災害廃棄物の処理現場となった
石巻ブロックにおける処理プロセスや，利活用へ
向けた技術開発の事例などについての概説がなさ
れた。
最後に，勝見 武氏（京都大学大学院・地球環

境学堂・教授）から「復興資材としての「土」に
求められるもの」と題して，災害廃棄物を資材化
し，利活用するために課題となった「土」として
の品質のあり方など，この 4年間で検討した内容
についての概説がなされた。
なお，本セッションの後半には，東日本大震災

で発生した災害廃棄物の処理と利活用に尽力され
た各位に対する功績を称え，公益社団法人土木学
会から土木学会特別表彰が授与された。これに関
しては後述する。
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⑶ 　第 3セッション「Capacity Development 
on Crisis Management（災害対応マネジメン
ト力の育成への取り組み）」
このセッションは，土木学会建設マネジメント
委員会による企画である。東日本大震災での災害
対応の実例をケースとして教材化し，ケースメソ
ッド（当事者の立場で事象を疑似体験し考察を深
める手法）により災害時に適切に判断し行動する
能力（「災害対応マネジメント力」と呼んでいる）
を育成する取り組みについて，ケースの制作者，
ケースメソッドの講師，研修の企画者，その受講
者，実際の災害対応の当事者等によりパネルディ
スカッションを行った。本ディスカッションのコ
ーディネーターは，土木学会建設マネジメント委
員会の福本委員長が務めた（図― 1）。
まず，この取り組みを進める小委員会委員長

（木下）がこれまでの活動概要を紹介した。東日
本大震災での災害対応の実例に基づいて11のケー
スを作成したこと，作成したケースを用いて 4回
のケースメソッドによる授業（研修）を実施して
きたこと等である。
これを受け，授業の企画（受講者と使用ケース
の選択等），授業で用いたケースの概要，あるい
は授業進行や設問（事前設問，グループ討議，全
体討議での設問）について，ケース制作者（永

田），講師（見波），授業企画者（加納）が説明し
た。
ケースに主人公の一人として登場する当事者

（齊藤）は，自らの経験と照らしながらケースは
多少誇張もあるが現実の状況をわかり易く伝えて
いるとし，受講者（渡辺）は，ケースメソッドに
より新たな「気付き」が生まれ，疑似体験によっ
て災害対応の思考回路ができたと話した。
なお，受講者全体の評価については，木下から

受講後のアンケート調査結果について，ほとんど

図― 2　建設マネジメント委員会による成果物

図― 1　セッション3のパネリストおよび討論の概要
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が「有効」あるいは「やや有効」と答え，何かし
らの「気付き」が得られたとしていると報告し，
この手法に大いに手応えを感じていると話した。
この後，この手法の普及やより効果的なものと
していくための方策について討議を行った。基本
はこの手法の理解，認識を広げていくこと，そし
て多様なケースの制作や講師の養成等が課題であ
る。如何に「臨場感」を与え受講者の想像力をか
きたてることができるかがカギである。市民や地
域での災害対応力の向上にも有効である。ケース
メソッドで災害対応の思考回路を繰り返しリマイ
ンドすることが重要である等の意見が出された。
最後に，福本委員長が，災害体験を風化させず
教材化し，災害対応力の育成に貢献するというケ
ースメソッドの取り組みの果たす意義について再
確認し，この取り組みが世界全体に広がっていく
ことの期待を述べて閉会した。

土木学会特別表彰について4

公益社団法人土木学会では，学会会員の資格を
問わず，安全，健全な社会生活あるいは経済活動
の遂行のため，社会基盤の整備・維持・活用，あ
るいはその甚大な被害による社会的影響の未然防
止，局限化，復旧に極めて顕著かつ多大な貢献を
なしたと判断された方を表彰する「土木学会特別
表彰」という制度を設けている。
本表彰は，候補者が推薦された場合に，会長が
正・副会長会議を招集し，表彰の可否についての
討議を経て決定されるもので，この度，東日本大
震災により発生した膨大な量の災害廃棄物（がれ
き）の処理と利活用推進に尽力された各位に対
し，その貢献が本表彰に相応しいと判断されたた
め，土木学会特別表彰が授与されることなった。
受賞対象者は，処理や利活用の管理の立場にあ
った諸官庁や地方公共団体ならびに建設関係の各
協会をはじめ，津波や土砂にまみれたがれきに対
し，様々な技術を駆使し，手作業という工程をも
って徹底的に分別し，洗浄しつつ，実際に処理を
実行した建設業者，廃棄物処理業者，がれきをセ

メントの原料あるいは燃料として有効利用し，復
興セメントの製造をなし得たセメント会社など，
産学官の枠を超えて，総勢105団体に上った。
また，今回の表彰では，表彰の対象となった

105団体のほかにも，がれきの処理や利活用に尽
力された方々がいらっしゃるであろうとの考えか
ら「106番目の表彰対象者」として，宛名のない
賞状が，土木学会から別途授与されることとなっ
たが，このことを記念し，図― 3に示すポスター
が，受賞者有志により作成された。

写真― 4　表彰を受けるがれき処理に尽力した各位

図― 3　有志による記念ポスター
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土木学会特別表彰の表彰式は，本シンポジウム
の第 2セッション「Recovery Management（震
災がれき関連）」の後半に執り行われた。表彰式
は，土木学会　磯部雅彦会長の挨拶ならびに表彰
までの経緯説明の後，対象105団体の代表として
宮城県出納局次長　佐々木 源氏が賞状を受け取
った（写真― 4）。また，宮城県環境生活部次長　
青木直之氏により，表彰対象者としての謝辞とと
もに，表彰者各位への祝辞が述べられた。
なお，今回の表彰は，土木学会東北支部・鈴木
基行支部長（東北大学・教授）の推薦によるもの
であり，平成21年11月に本表彰に関する規程が制
定されて以来，初めての表彰である。

おわりに5

土木学会　磯部会長から，震災復興に尽力した
土木技術者各位への労いの辞も含めた閉会の挨拶
（写真― 5）がなされ，シンポジウムは無事に終
了した。東日本大震災から 4年が経過したという
こともあり，今回の国連防災世界会議が，東北地
方における復興という意味において新たなステー
ジを迎えたと位置付けることもできるであろう。
確かに，仙台市の復興計画は 5年を目途として
おり，仙台市にとっては2015年度が復興の最終年
度であり，実際のところ，仙台市の中心部におい
ては，震災の傷跡はほとんど見受けられない雰囲
気である。
しかしながら，太平洋沿岸部の津波被災地域や
福島県においては，未だに復興とは呼べないよう
な状況にあるのも事実であるし，むしろ 4年とい
う歳月が，東日本大震災からの復興という大きな
モチベーションに，何らかの変化をもたらしつつ
あるのも実態ではないか。
「三尺，流れて，水，清し」という諺があるよ
うに，私たち日本人の性質として，ある事象につ
いて，喉元を過ぎた後は，いつまでもとやかく言

わないという特有の性質めいたものがあると思
う。
このような性質めいたものは，集団において

「和」を保つという意味では，有利に作用すると
も考えられるが，重要な歴史的事実のように，国
家または国民として忘れてはいけない事項ですら
忘れてしまう可能性もあるという意味で，やはり
「もろ刃の剣」的な国民性でもあるとも考えられ
るであろう。
この文脈で考えれば，今般の東日本大震災を機

に，この 4年の間，土木技術者が何を実行し，そ
れを教訓として，これから何をやろうとしている
のか，を，広くアピールするために企画された本
シンポジウムには大きな意義がある。
また，がれきの処理と利活用にご尽力された各

位に対して，土木学会から特別表彰が授与された
ことは，土木技術者が勇敢に立ち向かったという
事実を，長く後世に伝承する上でも極めて重要な
意味を持つ。
末筆として，本シンポジウムの開催にご尽力さ

れた関係各位に深く謝意を表するとともに，震災
で被害に遭われた皆様へ，我が国の完全な復興が
達成されるまで，土木技術者としてその使命を全
うし，力を尽くすことをお誓い申し上げたい。

写真― 5　土木学会磯部会長（閉会の挨拶）


